




































































































































図 4.51 稼働日一覧作成/トリガの参照先チェックダイアログ

”システム”エンティティ直下の”ネット” エンティティを選択し、右ボタンをクリックして出るコンテキストメニューで[稼働日一覧作成/トリガの参照先チェック]
を選択した場合、選択したネットに対し稼働日一覧作成/トリガの参照先チェックダイアログが表示されます。 複数のシステム及び，複数のネットを選

択して実行することも可能です。

稼働日一覧作成/トリガの参照先チェックダイアログで[稼働日一覧]のラジオボタンを選択し、開始日及び、終了日を指定し[OK]ボタンを押下する

と、指定された期間の運用日付にジョブが稼働するかどうかのデータを作成し、クリップボードにコピーします。

「開始日」選択リストボタン：ジョブ稼働日一覧の、開始日を選択するための、日付入力ダイアログを表示します。

「終了日」選択リストボタン：ジョブ稼働日一覧の、終了日を選択するための、日付入力ダイアログを表示します。

「システム名」フィールド：選択されたシステム名称です。

「フレーム名」フィールド：選択されたネットに対応するフレーム名称です。

警告警告

ジョブ稼働日一覧の開始日と終了日の期間の上限は31日間です。

クリップボードへのコピーの終了時に表示されるジョブ稼働日一覧作成実行結果ダイアログを下記に示します。表示内容は、千手オフライザのオプショ

ンの稼働日一覧/トリガの参照先チェックの結果出力制御オプションの値によって変わります。

図 4.52 ジョブ稼働日一覧作成実行結果ダイアログ

クリップボードにコピーされたジョブ稼働日一覧のデータを表計算ソフト等に取り込むことによって、ジョブ稼働日一覧表が作成されます。

Microsoft Excel にジョブ稼働日一覧のデータを貼り付けた場合、下記のように表示されます。

図 4.53 ジョブ稼働日一覧表



稼働日一覧作成／ジョブ差分一覧／トリガの参照先チェック機能の詳細については、「Senju DevOperation Conductor」ユーザーズガイドを参
照して下さい。

4.2.9. 実行システム作成チェック

千手オフライザでは、千手ブラウザと同様に登録されているシステムから実行システムが作成できるかのチェックを行い結果を表示する機能がありま

す。定義したシステムが実行システム作成時に正常に運用されるのかチェックを定期的に行うことで、事前に問題のあるフレームを把握することができ

ます。

その際に表示される実行結果ダイアログを下記に示します。

図 4.54 実行結果ダイアログ

この機能は、千手オフライザで”ジョブスケジュール”エンティティを選択し、コンテキストメニューから[実行システム作成チェック]を実行することで利用可能

です。

クリップボードにコピーされた実行システム作成チェックデータを表計算ソフト等に取り込むことによって、実行システム作成チェック一覧が作成されます。

Microsoft Excel に実行システム作成チェックデータを貼り付けた場合、下記のように表示されます。



図 4.55 実行システム作成チェック一覧

実行システム作成チェック機能の詳細については、「Senju DevOperation Conductor」ユーザーズガイドを参照して下さい。

4.2.10. 関係する項目一覧作成

千手オフライザでは、千手ブラウザと同様にジョブスケジュールの指定したエンティティ（稼働日カレンダー、トリガ、リソース、動作環境、ジョブ、ネット）を

利用している関係するエンティティを、一括でクリップボードにコピーし、一覧表を作成することができます。

千手オフライザで “ジョブスケジュール” 直下のエンティティ（稼働日カレンダー、トリガ、リソース、動作環境、ジョブ、ネット）を選択し、右ボタンをクリック

して出るコンテキストメニューで[関係する項目一覧作成]を選びます。

クリップボードへのコピー処理中に表示されるダイアログを下記に示します。

図 4.56 関係する項目一覧処理中ダイアログ

クリップボードへのコピーの終了時に表示されるダイアログを下記に示します。



図 4.57 関係する項目一覧作成結果ダイアログ

クリップボードにコピーされた関係する項目一覧のデータを表計算ソフト等に取り込むことによって、関係する項目一覧表が作成されます。

Microsoft Excel に関係する項目一覧のデータを貼り付けた場合、下記のように表示されます。

図 4.58 関係する項目一覧表

関係する項目一覧作成機能の詳細については、「Senju DevOperation Conductor」ユーザーズガイドを参照して下さい。

4.3. データのリリース

4.3.1. データのリリースについて

千手オフライザでデータの作成・チェックが完了後、本番環境にリリースしたいジョブスケジュールデータの書き出しを行います。

千手オフライザでは、差分があるジョブスケジュールデータのみを書き出す機能もサポートしています。

データの書き出し

データの書き出し(差分のみ)
データの一括書き出し

データの一括書き出し(差分のみ)

4.3.2. データの書き出し



千手オフライザでは、千手ブラウザ同様に作成した定義データをMicrosoft Excelなどの表計算ソフトが取り扱えるデータ形式に書き出す機能があり

ます。

千手オフライザの書き出し機能では、以下の定義データの書き出しを行うことが出来ます。

ノードグループ

ノード情報

監視項目

監視タスク

計算式

ログフィルタ

JSONログフィルタ
イベントログフィルタ

週間スケジュール

タスクスケジュール

メッセージ

営業日カレンダー

メッセージアクション（全般設定）

メッセージアクション

メールテンプレート

メール連絡先

連絡先グループ

セクションテンプレート

ブック

メッセージフィルタ

営業日カレンダー

稼働日カレンダー

トリガ

リソース

動作環境

動作環境プール

ジョブ

ネット.定義有効日

システム

ジョブサービス

ジョブレポート

構成管理ノード

接続設定

構成管理項目

実行ユニット

履歴表示設定

アイテムグループ

アイテム

リレーション

[データの書き出し]コンテキストメニューは、以下の2つの状態で右ボタンをクリックしてコンテキストメニューを表示させた場合に選択できます。

1. 千手オフライザで”ノードグループ”エンティティ、”ノードグループ”エンティティ直下のノードグループ、”モニタリング”→”カスタムカテゴリ” エンティティ
直下の” 監視項目”、“計算式”、”カレンダー”エンティティ直下の”週間スケジュール”、”タスクスケジュール”、”フィルタ”エンティティ直下の”ログフィ
ルタ”、”JSONログフィルタ”、”イベントログフィルタ”、または”イベント”エンティティ直下の”メッセージ”、”イベント”→”オートメーション”直下の”メッ
セージアクション”、”メッセージテンプレート”、”メール連絡先”、”連絡先グループ”、”イベント”→”オートメーション”→”ランブックオートメーション”直
下の”セクションテンプレート”、”ブックグループ”エンティティ、“フィルタ”エンティティ直下の“メッセージフィルタ”、またはカレンダー”エンティティ直下

の”営業日カレンダー”エンティティ、”ジョブスケジュール”エンティティ直下の”稼働日カレンダー”、”トリガ”、”リソース”、”動作環境”、 ”動作環境

プール”、”ジョブ”、”ネット.定義有効日”、”システム”、”ジョブサービス” 、”ジョブレポート”エンティティ、または”コンフィグレーション”エンティティ直下

の”構成管理ノード”、”接続設定”、”構成管理項目”、”実行ユニット”、“履歴表示設定”、または“ITリレーション”エンティティ直下の“アイテムグ
ループ”、“アイテム”、“リレーション”（以下システム項目エンティティと呼ぶ）を選択した状態。

2. ツリービューでシステム項目エンティティを選択し、リストビューで1つも選択しない状態。

データの書き出し機能の詳細については、「Senju DevOperation Conductor」ユーザーズガイドを参照して下さい。



4.3.3. データの書き出し(差分のみ)

千手オフライザでは、差分表示モードの状態でデータの書き出しを行うことにより、差分があるエンティティのデータのみを書き出すことができます。

警告警告

書き出される差分データは、差分表示モードでの“状態”が、“変更”、“追加”のステータスのデータです。“削除”のステータスのデータ
は反映されません。

監視タスクのデータ書き出し時に書き出される差分データは、ノード単位でのデータになります。差分表示モードでの“状態”が、“変
更”、“追加”のステータスのノードに設定されている全ての監視タスクが書き出されるので注意して下さい。

以下の手順により、データの書き出しを行うことにより、差分があるエンティティのデータのみを書き出すことができます。

1. 千手オフライザを差分表示モードにします。

差分表示モードについては、「千手オフライザデータファイル間の差分表示」、「千手書き出しテキストファイルとの差分表示」を参照して下

さい。

2. データの書き出しを行うエンティティを選択し、右ボタンをクリックしてコンテキストメニューを表示します。[データの書き出し]コンテキストメニュー
は、以下の2つの状態で右ボタンをクリックしてコンテキストメニューを表示させた場合に選択できます。

1. 千手オフライザで” ”ノードグループ”エンティティ、”カレンダー”エンティティ直下の”週間スケジュール”、”タスクスケジュール”、”フィル
タ”エンティティ直下の”ログフィルタ”、”JSONログフィルタ”、”イベントログフィルタ”、または”イベント”エンティティ直下の”メッセージ”、
”イベント”→”オートメーション”直下の”メッセージアクション”、”メッセージテンプレート”、”メール連絡先”、”連絡先グループ”、”イベン
ト”→”オートメーション”→”ランブックオートメーション”直下の”セクションテンプレート”、”ブックグループ”エンティティ、“フィルタ”エンティ
ティ直下の“メッセージフィルタ”、またはカレンダー”エンティティ直下の”営業日カレンダー”エンティティ、”ジョブスケジュール”エンティ
ティ直下の”稼働日カレンダー”、”トリガ”、”リソース”、”動作環境”、 ”動作環境プール”、”ジョブ”、”ネット.定義有効日”、”システ
ム”、”ジョブサービス” 、”ジョブレポート”エンティティ、または”コンフィグレーション”エンティティ直下の”構成管理ノード”、”接続設

定”、”構成管理項目”、”実行ユニット”、“履歴表示設定”（以下システム項目エンティティと呼ぶ）を選択した状態。

2. ツリービューでシステム項目エンティティを選択し、リストビューで1つも選択しない状態。

図 4.59 [データの書き出し]コンテキストメニュー

3. 表示されたコンテキストメニューで[データの書き出し]→[差分のみ]を選択します。表示されるデータの書き出しダイアログを 下記に

示します。

注釈注釈

コンテキストメニューで[ [データの書き出し]→[すべて]を選択した場合は、差分の無いデータも含めた全てのデータの書き出しを

行います。



図 4.60 データの書き出しダイアログ

4. データの書き出しダイアログでファイルを指定し[保存]ボタンを押すと、指定されたファイルに千手オフライザで選択されたものを書き

出します。ファイルへの保存の終了時に表示されるデータの書き出し実行結果ダイアログを下記に示します。

図 4.61 データの書き出し実行結果ダイアログ

注釈注釈

監視項目のデータ書き出し時には、監視項目のデータは書き出されますが、監視項目のカテゴリのデータは書き出されませ

ん。そのため、千手ブラウザや千手オフライザに監視項目のデータを読み込む際には、読み込む監視項目が所属するカテゴリ

がすべて存在するように、存在しないカテゴリは事前に作成しておく必要があります。

注釈注釈

ノード情報を書き出す場合、下記図のように、システム監視情報は「ノード内監視タスク_差分用.txt」に出力され、ログ監視情報

は「ログ情報.txt」に出力されます。

「ノード.txt」は下位バージョンの読み込みで利用するため、生成されたものです。



図 4.62 ノードの一括書き出し

4.3.4. データの一括書き出し

エンティティの定義データの書き出し機能には、定義データの各エンティティ毎にファイル名を指定する方法以外に、出力フォルダを指定しての定義デー

タを一括で書き出す機能があります。

定義データの一括書き出し機能で書き出しを行うことができる定義データは以下の定義データです。

ノードグループ

ノード情報

監視項目

監視タスク

計算式

ログフィルタ

JSONログフィルタ
イベントログフィルタ

週間スケジュール

タスクスケジュール

メッセージ

メッセージアクション（全般設定）

メッセージアクション

メールテンプレート

メール連絡先

連絡先グループ

セクションテンプレート

ブック

メッセージフィルタ

営業日カレンダー

稼働日カレンダー

トリガ

リソース

動作環境

動作環境プール

ジョブ

ネット.定義有効日

システム

ジョブサービス

ジョブレポート

構成管理ノード

接続設定

構成管理項目

実行ユニット

履歴表示設定

アイテムグループ

アイテム

リレーション

[データの一括書き出し]コンテキストメニューは、以下の2つの状態で右ボタンをクリックしてコンテキストメニューを表示させた場合に選択できます。

1. 千手オフライザで”ノードグループ”エンティティ、”イベント”エンティティ、”ジョブスケジュール”エンティティ、”コンフィグレーション”エンティティ、“ITリレー
ション”エンティティを選択した状態。

2. ツリービューで”ノードグループ”エンティティ、”イベント”エンティティ、”ジョブスケジュール”エンティティ、”コンフィグレーション”エンティティ、“ITリレーショ
ン”エンティティを選択し、リストビューで1つも選択しない状態。

コンテキストメニューで[データの書き出し]を選ぶと出る画面を下記に示します。



図 4.63 データの一括書き出しダイアログ(1)

データの一括書き出しダイアログでファイル出力フォルダを指定し[OK]ボタンを押すと、指定されたフォルダに各エンティティの定義データを以下のファイル

名で書き出します。

ノードグループ.txt
ノード.txt
カスタム監視項目.txt
監視タスク.txt
計算式.txt
ログフィルタ.txt
JSONログフィルタ.txt
イベントログフィルタ.txt
週間スケジュール.txt
タスクスケジュール.txt
メッセージ.txt
メッセージアクション（全般設定）.txt
メッセージアクション.txt
メールテンプレート.txt
メール連絡先.txt
連絡先グループ.txt
セクションテンプレート.txt
ブック.txt
メッセージフィルタ.txt
営業日カレンダー.txt
稼働日カレンダー.txt
トリガ.txt
リソース.txt
動作環境.txt
動作環境プール.txt
ジョブ.txt
ネット.定義有効日.txt
システム.txt
ジョブサービス.txt
ジョブレポート.txt
構成管理ノード.txt
接続設定.txt
構成管理項目.txt
実行ユニット.txt
履歴表示設定.txt
アイテムグループ.txt
アイテム.txt



リレーション.txt

書き出されるデータファイルのフォーマットは、「Senju DevOperation Conductor」ユーザーズガイドを参照して下さい。

注釈注釈

監視項目のデータ書き出し時には、監視項目のデータは書き出されますが、監視項目のカテゴリのデータは書き出されません。そのため、

千手ブラウザや千手オフライザに監視項目のデータを読み込む際には、読み込む監視項目が所属するカテゴリがすべて存在するように、存

在しないカテゴリは事前に作成しておく必要があります。

また、データの一括書き出しダイアログでリリースメモに入力した文字列は、ファイル出力フォルダに以下の名称のファイルとして保存されます。

リリースメモ.txt
データの一括書き出しでリリースメモ.txtに出力されるフォーマットを説明します。

(リリースメモ)

(ファイル出力フォルダ)

項目名<\t>定義数<\t>ファイルサイズ<\t>ファイル作成日時<\t>ファイル名
ノードグループ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ノードグループ.txt
ノード<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ノード.txt
カスタム監視項目<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>カスタム監視項目.txt
監視タスク<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>監視タスク.txt
計算式<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>計算式.txt
ログフィルタ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ログフィルタ.txt
JSONログフィルタ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>JSONログフィルタ.txt
イベントログフィルタ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>イベントログフィルタ.txt
週間スケジュール<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>週間スケジュール.txt
タスクスケジュール<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>タスクスケジュール.txt
メッセージ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メッセージ.txt
メッセージアクション(全般設定)<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メッセージアクション
(全般設定).txt
メッセージアクション<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メッセージアクション.txt
メールテンプレート<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メールテンプレート.txt
メール連絡先<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メール連絡先.txt
連絡先グループ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>連絡先グループ.txt
セクションテンプレート<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>セクションテンプレート.txt
ブック<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ブック.txt
メッセージフィルタ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メッセージフィルタ.txt
営業日カレンダー<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>営業日カレンダー.txt
稼働日カレンダー<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>稼働日カレンダー.txt
トリガ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>トリガ.txt
リソース<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>リソース.txt
動作環境<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>動作環境.txt
動作環境プール<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>動作環境プール.txt
ジョブ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ジョブ.txt
ネット.定義有効日<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ネット.定義有効日.txt
システム<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>システム.txt
ジョブサービス<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ジョブサービス.txt
ジョブレポート<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ジョブレポート.txt
構成管理ノード<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>構成管理ノード.txt
接続設定<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>接続設定.txt
構成管理項目<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>構成管理項目.txt
実行ユニット<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>実行ユニット.txt
履歴表示設定<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>履歴表示設定.txt
アイテムグループ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>アイテムグループ.txt
アイテム<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>アイテム.txt
リレーション<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>リレーション.txt

4.3.5. データの一括書き出し(差分のみ)

差分表示モードの状態でデータの一括書き出しを行うことにより、差分があるエンティティのデータの一括書き出しを行うことができます。

注釈注釈

書き出される差分データは、差分表示モードでの“状態”が、“変更”、“追加”のステータスのデータです。“削除”のステータスのデータ
は反映されません。

監視タスクのデータ書き出し時に書き出される差分データは、ノード単位でのデータになります。差分表示モードでの“状態”が、“変
更”、“追加”のステータスのノードに設定されている全ての監視タスクが書き出されるので注意して下さい。

以下の手順により、データの一括書き出しを行うことにより、差分があるエンティティのデータのみを一括書き出しすることができます。

1. 千手オフライザを差分表示モードにします。

差分表示モードについては、「千手オフライザデータファイル間の差分表示」、「千手書き出しテキストファイルとの差分表示」を参照して下

さい。



2. 千手オフライザで”ジョブスケジュール”エンティティを選択し、右ボタンをクリックしてコンテキストメニューを表示します。[データの一括書き出し]コン
テキストメニューは、以下の2つの状態で右ボタンをクリックしてコンテキストメニューを表示させた場合に選択できます。

1. 千手オフライザでノードグループ”エンティティ、”イベント”エンティティ、”ジョブスケジュール”エンティティ、” コンフィグレーション”エンティ
ティを選択した状態。

2. ツリービューで” ノードグループ”エンティティ、”イベント”エンティティ、ジョブスケジュール”エンティティ、” コンフィグレーション”エンティティ
を選択し、リストビューで1つも選択しない状態。

図 4.64 [データの一括書き出し]コンテキストメニュー

3. 表示されたコンテキストメニューで[データの一括書き出し]→[差分のみ]を選択します。表示されるデータの書き出しダイアログを下記に示しま

す。

注釈注釈

コンテキストメニューで[データの一括書き出し]→[すべて]を選択した場合は、差分の無いデータも含めた全てのデータの書き出

しを行います。

図 4.65 データの一括書き出しダイアログ(2)

4. データの一括書き出しダイアログでファイル出力フォルダを指定し[OK]ボタンを押すと、指定されたフォルダに各エンティティの定義データを以下の

ファイル名で書き出します。

ノードグループ.txt
ノード.txt
ノード_差分用.txt
ノード内監視タスク_差分用.txt
カスタム監視項目.txt
ログ情報.txt
監視タスク.txt
計算式.txt
ログフィルタ.txt
JSONログフィルタ.txt
イベントログフィルタ.txt
週間スケジュール.txt
タスクスケジュール.txt
メッセージ.txt



メッセージアクション（全般設定）.txt
メッセージアクション.txt
メールテンプレート.txt
メール連絡先.txt
連絡先グループ.txt
セクションテンプレート.txt
ブック.txt
メッセージフィルタ.txt
営業日カレンダー.txt
稼働日カレンダー.txt
トリガ.txt
リソース.txt
動作環境.txt
動作環境プール.txt
ジョブ.txt
ネット.定義有効日.txt
システム.txt
ジョブサービス.txt
ジョブレポート.txt
構成管理ノード.txt
接続設定.txt
構成管理項目.txt
実行ユニット.txt
履歴表示設定.txt

書き出されるデータファイルのフォーマットは、「Senju DevOperation Conductor」ユーザーズガイドを参照して下さい。

注釈注釈

監視項目のデータ書き出し時には、監視項目のデータは書き出されますが、監視項目のカテゴリのデータは書き出されませ

ん。そのため、千手ブラウザや千手オフライザに監視項目のデータを読み込む際には、読み込む監視項目が所属するカテゴリ

がすべて存在するように、存在しないカテゴリは事前に作成しておく必要があります。

また、データの一括書き出しダイアログでリリースメモに入力した文字列は、ファイル出力フォルダに以下の名称のファイルとして保存されま

す。

リリースメモ.txt

データの一括書き出し（差分のみ）でリリースメモ.txtに出力されるフォーマットを説明します。



(リリースメモ)

(千手オフライザファイル情報)

(差分対象ファイル情報)

(ファイル出力フォルダ)

項目名<\t>定義数<\t>ファイルサイズ<\t>ファイル作成日時<\t>ファイル名
ノードグループ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ノードグループ.txt
ノード<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ノード.txt
ノード_差分用<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ノード_差分用.txt
ノード内監視タスク_差分用<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ノード内監視タスク_差
分用.txt
ログ情報<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ログ情報.txt
カスタム監視項目<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>カスタム監視項目.txt
監視タスク<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>監視タスク.txt
計算式<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>計算式.txt
ログフィルタ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ログフィルタ.txt
JSONログフィルタ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>JSONログフィルタ.txt
イベントログフィルタ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>イベントログフィルタ.txt
週間スケジュール<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>週間スケジュール.txt
タスクスケジュール<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>タスクスケジュール.txt
メッセージ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メッセージ.txt
メッセージアクション(全般設定)<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メッセージアクション
(全般設定).txt
メッセージアクション<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メッセージアクション.txt
メールテンプレート<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メールテンプレート.txt
メール連絡先<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メール連絡先.txt
連絡先グループ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>連絡先グループ.txt
セクションテンプレート<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>セクションテンプレート.txt
ブック<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ブック.txt
メッセージフィルタ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>メッセージフィルタ.txt
営業日カレンダー<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>営業日カレンダー.txt
稼働日カレンダー<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>稼働日カレンダー.txt
トリガ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>トリガ.txt
リソース<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>リソース.txt
動作環境<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>動作環境.txt
動作環境プール<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>動作環境プール.txt
ジョブ<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ジョブ.txt
ネット.定義有効日<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ネット.定義有効日.txt
システム<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>システム.txt
ジョブサービス<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ジョブサービス.txt
ジョブレポート<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>ジョブレポート.txt
構成管理ノード<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>構成管理ノード.txt
接続設定<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>接続設定.txt
構成管理項目<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>構成管理項目.txt
実行ユニット<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>実行ユニット.txt
履歴表示設定<\t>(定義数) <\t>(ファイルサイズ) <\t>(ファイル作成日時) <\t>履歴表示設定.txt

4.3.6. デプロイテンプレートの書き出し

Senju DevOperation Conductorでは、負荷などに応じて業務サーバーが自動的に増減する環境（例えばAmazon Web Services環境）におい

て、自動的に業務サーバーの変化に追随して適切に業務サーバーを管理対象とする機能があります。ここでは、管理対象の変化対応の一環として

業務サーバーを管理対象とするためのデプロイテンプレートの作成、外部デプロイテンプレートの取込について説明します。

[デプロイテンプレートの書き出し]コンテキストメニューは、以下の2つの状態で右ボタンをクリックしてコンテキストメニューを表示させた場合に選択できま

す。

1. 千手オフライザのツリービューでデプロイノードグループを選択した状態。

2. 千手オフライザのリストビューでデプロイノードグループを選択した状態。

コンテキストメニューで[デプロイテンプレートの書き出し]を選択したときに表示される画面を下記に示します。

図 4.66 デプロイテンプレートの書き出しダイアログ



デプロイ対象ノード、出力デプロイテンプレートを指定し、[OK]ボタンを押下すると、デプロイノードグループID、デプロイノードグループ名、デプロイ対象

ノード情報、デプロイ対象ノードの監視タスク情報をまとめて、指定したデプロイテンプレートが作成されます。

デプロイテンプレートの出力時に表示される画面を下記に示します。

図 4.67 デプロイテンプレートの書き出し結果ダイアログ

4.4. 履歴データの比較

4.4.1. 4ジョブアクティビティからの履歴データの比較

ジョブアクティビティとは、ジョブ、ネット、フレームの稼働履歴を元にしたタイムラインを表示できる機能です。過去の稼働実績と現在の稼働状況を比

較してジョブスケジュールの全体状況を確認する場合や、複数の運用日付による稼働状況の差異を分析したい場合に有効です。

ジョブアクティビティには以下の機能があります。

ジョブ、ネット、フレームのタイムライン表示。

2つの運用日付を基準にしたジョブ、ネット、フレームの比較および開始遅延、終了遅延、ロングランの参照。

ジョブ、ネット、フレームの状態および時間帯による絞り込み。

千手オフライザの[ツール]→[ジョブアクティビティ]メニューを選択して下さい。ジョブアクティビティの比較データ書き出しファイルを開くコモンダイアログが表

示されます。

図 4.68 ジョブアクティビティ「開く」コモンダイアログ

ジョブアクティビティの比較データ書き出しファイルを指定して「開く」ボタンを押してください。ジョブアクティビティが起動します。



図 4.69 ジョブアクティビティ

ジョブアクティビティの使用方法については、「Senju DevOperation Conductor」ユーザーズガイドを参照して下さい。
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5. 付録

5.1. 千手オフライザオプション

千手オフライザオプション設定ダイアログから、有効なオプション及び値を設定することにより、千手オフライザのオプション機能の利用が可能になりま

す。

本章では、千手オフライザオプションのオプション名、オプションの内容、オプションの値等について説明します。

注釈注釈

マスターオフライザオプションマスターオフライザオプション

インストールディレクトリ(例：C:\Program Files\Senju Offliser)\SoBin\BrowserOption.txt

千手オフライザを 「管理者として実行」「管理者として実行」  で起動した場合の設定ファイル( BrowserOption.txt )保存場所になります。
このオフライザオプションは全ユーザー共通のものになります。管理者特権(管理者として実行)の時に更新されます。

ユーザーオフライザオプションユーザーオフライザオプション

%USERPROFILE%\APPDATA\Roaming\Senju Offliser\SoBin\BrowserOption.txt

千手オフライザを 「管理者として実行」「管理者として実行」  で起動しなかった場合の設定ファイル( BrowserOption.txt )保存場所になりま
す。

マスターオフライザオプションを利用する場合は、「管理者として実行」「管理者として実行」  を指定して千手オフライザを起動して下さい。

ユーザーオフライザオプションを利用する場合は、マスターオフライザオプションとユーザーオフライザオプションの設定値が有効になりま

す。 ユーザーオフライザオプションの設定値が優先されます。

設定を行ったユーザーと異なるユーザーで千手オフライザを起動した際には設定内容が有効になりません。設定を行ったユーザーと異なるユーザーで千手オフライザを起動した際には設定内容が有効になりません。

そのため、どのユーザーでも設定を有効にするには、千手オフライザを 「管理者として実行」「管理者として実行」  を指定して起動して下さ
い。「管理者として実行」「管理者として実行」  を指定して起動できない場合は、千手オフライザを起動するすべてのユーザーで同じ設定を行っ
て下さい。

設定したオプションを有効にするには千手オフライザの再起動が必要です。

千手オフライザオプションは、設定を行った千手オフライザ機のみ有効です。

オプション名オプション名 内容内容 詳細詳細

BrowserOptionEnable オフライザオプション設定メニューの選択抑止オプション [オプション]-[千手オフライザオプション設定]メニューを活性にするかどうかを指定します。

CalendarWarningEnable 翌年の営業日カレンダー警告オプション 12月に翌年のカレンダーが存在しない営業日カレンダーの警告を行うかどうかを変更します。

CheckGenSimDays 実行システム作成チェック運用日付オプション ジョブスケジュールサブシステムの実行システム作成検査の自動実行の実行システム作成チェックを行う運用日付数を変更します。

CheckGenSimTime 実行システム作成チェック時刻オプション ジョブスケジュールサブシステムの実行システム作成検査の自動実行の実行システム作成チェックを行う時刻を変更します。

ErrDefImportEnable データインポート時の読み込み制御オプション データのインポート時に、エラーとなる定義が存在した場合に、エラーでない定義は読み込むか、1件でもエラーがあれば全ての定義を読み込まないかを指定します。

GnmOsRebootEnable グローバルノードモニタからのマシン電源制御オプション グローバルノードモニタで「リブート」「電源ON」「電源OFF」の操作を可能にするかどうかを変更します。

GnmSenjuStartStopEnable グローバルノードモニタからの千手制御オプション グローバルノードモニタで「千手システムプロセス起動」「千手システムプロセス停止」の操作を可能にするかどうかを変更します。

ITRelationForFilterEnable ネーミングフィルタ適用時のITリレーションエンティティの表示およびリレーションモニタの起動抑止オプション ネーミングフィルタを適用した千手ユーザーが、ITリレーションエンティティの表示、リレーションモニタの起動ができるかどうかの指定を行います。

IncrementalQuickFilterEnable クイックフィルタの逐次絞り込み機能 クイックフィルタの逐次絞り込みを有効にするかどうか指定します。

JobMonitorOperationEnable Operators権限のユーザーでジョブモニタでのフレーム定義の編集許可オプション Operators権限のユーザーでジョブモニタでのフレーム定義の編集を行えるようにするかどうかを指定します。

JobNetFutureValidDateEnable 定義が有効なネットの存在有無チェックオプション ネット登録操作時に定義が有効なネットが存在するかチェックを行うかどうかを指定します。

JobWorkDayTableCalendarCheckEnable ジョブ稼働日一覧/ジョブ差分一覧/トリガの参照先チェックの稼働日カレンダーの指定チェックオプション ジョブ稼働日一覧/ジョブ差分一覧/トリガの参照先チェックの作成時に稼働日カレンダーの指定チェックを行うかどうかを指定します。
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JobWorkDayTableJobEnvCheckEnable ジョブ稼働日一覧/ジョブ差分一覧/トリガの参照先チェックの動作環境の指定チェックオプション ジョブ稼働日一覧/ジョブ差分一覧/トリガの参照先チェックの作成時に動作環境の指定チェックを行うかどうかを指定します。

LimitsConnectServer 接続可能ドメイン数上限オプション 1台の千手ブラウザから接続できるドメイン数の上限を変更します。
LimitsDefNameFilter ネーミングフィルタのフィルタ条件数上限オプション ネーミングフィルタの「フィルタ指定」フィールド";"区切りで同時に設定できるフィルタ条件の上限を指定します。
LimitsMessageLogSize 千手ブラウザメッセージログファイルサイズオプション 千手ブラウザメッセージログファイルの世代切り替えサイズ(byte)を指定します。
LimitsMonTaskInOneProbe 1プローブから監視できるタスク数拡張フラグ 1つのプローブノードでの登録可能な最大監視タスク数を指定します。自ノードの監視タスクも数に含まれます。
LimitsNumOfJobNetInJobActivity ジョブアクティビティの最大項目(ジョブ・分岐ジョブ・ネット・フレーム)数 ジョブアクティビティの最大項目(ジョブ・分岐ジョブ・ネット・フレーム)数を設定します。未設定の場合はデフォルト値が適用されます。
LimitsPexDisplayListItems ジョブ/ネット/トリガの一覧表示件数抑制オプション ジョブエディタにてジョブ/ネット/トリガの追加画面の一覧に表示する最大件数を制限します。
LimitsSpecRBASchBookMon 詳細監視実行ブック数上限オプション 1台の千手ブラウザで詳細監視対象として設定可能な実行ブック数の上限を変更します。
LimitsSpecRunchartFrame 詳細監視フレーム数上限オプション 1台の千手ブラウザで詳細監視対象として設定可能なフレーム数の上限を変更します。
MakeJobWorkDayTableDays ジョブ稼働日一覧結果ファイル出力期間オプション ジョブスケジュールサブシステムのジョブ稼働日一覧結果ファイルを自動作成する際の、対象期間を変更します。

MakeJobWorkDayTableFolder ジョブ稼働日一覧結果ファイル出力パスオプション ジョブスケジュールサブシステムのジョブ稼働日一覧結果ファイルの自動作成先ディレクトリを設定します。

MakeJobWorkDayTableOutputFile ジョブ稼働日一覧/ジョブ差分一覧/トリガの参照先チェックの結果出力制御オプション ジョブ稼働日一覧/ジョブ差分一覧/トリガの参照先チェックの結果出力を「クリップボードへのコピー」と「クリップボードへのコピー及びテキストファイルへの出力」を指定します。

MakeJobWorkDayTableOutputFrame ジョブ稼働日一覧/ジョブ差分一覧/トリガの参照先チェックの出力フォーマット指定オプション ジョブ稼働日一覧/ジョブ差分一覧/トリガの参照先チェックの出力フォーマットを指定します。

MakeJobWorkDayTableTime ジョブ稼働日一覧結果ファイル出力時刻オプション ジョブスケジュールサブシステムのジョブ稼働日一覧結果ファイルを自動作成する時刻を設定します。未指定の場合、ジョブ稼働日一覧結果ファイルを自動作成は行われません。

MessageLogEnable 千手ブラウザメッセージログ出力オプション 千手ブラウザに表示した千手メッセージをログファイルに残すかどうか変更します。

MessageMonitorDefaultRelationViewId メッセージモニタからのデフォルトリレーション名 メッセージモニタからリレーションモニタを開く際の、デフォルトのリレーション名を指定します。

NetworkHealthCheckInterval ネットワークヘルスチェックオプション 千手ブラウザと千手マネージャ間で行うヘルスチェック間隔(秒)を設定します。
NumOfPastNodeMessageErr ログイン時障害メッセージ取得オプション 千手ブラウザからドメインに接続した際に取得する過去の障害メッセージ数を変更します。

NumOfPastNodeMessageInfo ログイン時通常メッセージ取得オプション 千手ブラウザからドメインに接続した際に取得する過去の通常メッセージ数を変更します。

NumOfPastNodeMessageReply ログイン時応答メッセージ取得オプション 千手ブラウザからドメインに接続した際に取得する過去の応答メッセージ数を変更します。

NumOfPastNodeMessageWarn ログイン時警告メッセージ取得オプション 千手ブラウザからドメインに接続した際に取得する過去の警告メッセージ数を変更します。

PexPauseSkipContinueEnable 連続スキップ/連続一時停止のメニュー表示オプション ジョブモニタで連続スキップ/連続一時停止のメニューを表示するかどうかを指定します。

PexRelatingDataExportMakeSubFolder 関係するデータの一括書き出しのフォルダ作成オプション ジョブスケジュールサブシステムの関係するデータの一括書き出しを行った際に、システムおよびフレーム毎にフォルダを分けて出力するかどうかの指定を行います。

QuickFilterBgColor クイックフィルタ有効時の背景色 クイックフィルタ有効時の千手ブラウザ背景色のRGB値を設定します。未設定の場合はデフォルト値が適用されます。

RelatedToolOpenNodeMonitor 関連ツール選択時ノードモニタ起動オプション 「!PEX」以外で始まるメッセージの関連ツールを起動させたときに、ノードモニタを起動させるか、グローバルノードモニタを起動させるかを指定します。

RemoteUpdateEnable リモートアップデート機能の有効無効オプション ノードのコンテキストメニューに「ノードのアップデート」「ノードのアップグレード」メニューを表示するかどうかを指定します。

ScheduledBatchExportTime 定時の一括書き出し時刻オプション 定時の一括書き出し時刻を設定します。

ScheduledBatchFileExportFolder 定時の一括書き出し(千手オフライザファイル)オプション ジョブスケジュールサブシステムの定時の一括書き出しで千手オフライザファイルを書き出すディレクトリを設定します。

ScheduledBatchTextExportFolder 定時の一括書き出し(テキストファイル)オプション ジョブスケジュールサブシステムの定時の一括書き出しでテキストを書き出すディレクトリを設定します。

ScheduledTimelineExportFolder ジョブアクティビティ比較データの定時の書き出しフォルダオプション ジョブアクティビティの定時の書き出しで比較データを書き出すディレクトリを設定します。

ScheduledTimelineExportTime ジョブアクティビティ比較データの定時の書き出し時刻オプション ジョブアクティビティの定時の書き出しで比較データを書き出す時刻を設定します。

SenjuMenuALIEnable エイリアスエンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"エイリアス"エンティティを表示するかどうかを指定します。

SenjuMenuCCMEnable コンフィグレーションエンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"コンフィグレーション"エンティティを表示するかどうかを指定します。

SenjuMenuCOMEnable コマンドエンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"コマンド"エンティティを表示するかどうかを指定します。

SenjuMenuEVTEnable イベントエンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"イベント"エンティティを表示するかどうかを指定します。

SenjuMenuFILEnable フィルタエンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"フィルタ"エンティティを表示するかどうかを指定します。

SenjuMenuITREnable ITリレーションエンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"ITリレーション"エンティティを表示するかどうかを指定します。

SenjuMenuMONEnable モニタリングエンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"モニタリング"エンティティを表示するかどうかを指定します。

SenjuMenuMONLogListEnable ログ監視エンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"モニタリング"-"ログ監視"エンティティを表示するかどうかを指定します。

オプション名オプション名 内容内容 詳細詳細



SenjuMenuMONLogListEnable ログ監視エンティティの表示抑止オプション <ドメイン>-"モニタリング"-"ログ監視"エンティティを表示するかどうかを指定します。

TrialMonitoringLicenseEnable エクステンションのトライアル利用オプション モニタリングサブシステムのエクステンションのトライアル利用機能を有効にするかどうか変更します。

TriggerRelatedCheckEnable 関係するトリガをチェックするオプション システム/ネット/ジョブの削除、同名ネット作成、ネットの定義有効終了日の変更、および、データの読み込みを行うときに、該当のシステム/ネット/ジョブをイベント送信元/ファイル作成元/フレーム連携元に設定しているトリガが存在するかを自動でチェックします。

VMMNodeMonitorForFilterEnable ネーミングフィルタ適用時のバーチャルノードモニタの起動抑止オプション ネーミングフィルタを適用した千手ユーザーが、バーチャルノードモニタを起動できるかどうかの指定を行います。

VmmVmControlEnable バーチャルノードモニタからの仮想マシン制御オプション バーチャルノードモニタで「起動」「停止」「一時停止」「仮想マシンのオフライン移行」「仮想マシンのオンライン移行」の操作を可能にするかどうかを変更します。

OffliserPexIdLimitCompatible Senju Operation Conductor 2014以前の千手エージェント接続時のジョブスケジュール新機能制限フラグ
千手オフライザでSenju DevOperation Conductor 2016で追加されたジョブスケジュールサブシステムの新機能を制限するかどうかを指定します。 
Senju Operation Conductor 2014以前の千手エージェントを1台でも利用している場合には必ず"1"を指定する必要があります。 
千手ブラウザでは千手マネージャの環境変数「SjBRW_PexIdLimitCompatible」として指定されます。

OffliserMsgActUseBasicReg 千手オフライザでのメッセージアクションのルールのシミュレーションで基本正規表現使用の有無フラグ
メッセージアクションのルールのシミュレーションで使用する正規表現種別を「基本正規表現」にします。 
千手ブラウザでのルールのシミュレーションで使用される正規表現種別はマネージャ環境変数 : SJ_MSGACT_USE_BASICREGで判断します。

OffliserSpanYearEnable オフライザでの年またぎ稼働日振替機能の有無フラグ 千手オフライザでの年またぎ稼働日振替機能の有無を指定します。未設定の場合は年またぎは行いません。

OffliserMsgActCondMsgIdUseRegEx 千手オフライザでのメッセージアクション条件のメッセージIDで正規表現使用の有無フラグ
メッセージアクションで条件設定画面にてメッセージIDを正規表現で指定できるようにします。 
千手ブラウザにてメッセージアクション条件のメッセージIDでの正規表現指定はマネージャ環境変数 : SjEVT_MsgAction_MsgId_RegExpで判断します。

オプション名オプション名 内容内容 詳細詳細

警告警告

オプション名及びオプションの値は、すべて半角英数字で指定して下さい。

5.2. 制限・注意事項

千手オフライザでは、千手マネージャに設定されているライセンスによる、ジョブ定義数/ネット定義数/システム定義数の上限値チェックが行われ
ません。ジョブ定義/ネット定義/システム定義は、以下の拡張ライセンスの最大値まで作成することができます。

内容内容 定義可能なジョブ数定義可能なジョブ数 定義可能なネット数定義可能なネット数 定義可能なシステム数定義可能なシステム数

Senju Operation Conductor v12.0 100000 20000 200
Senju Operation Conductor 2013 100000 20000 200
Senju Operation Conductor 2014 100000 20000 200
Senju DevOperation Conductor 2016 100000 20000 200
Senju DevOperation Conductor 2018 100000 20000 200
Senju DevOperation Conductor 2020 200000 20000 200

千手オフライザの新規作成時に指定する千手のドメインのバージョンによっては使用できない機能や、各エンティティの定義可能文字や入力

項目が異なる場合があります。これらの機能は、新規作成時に指定したバージョンの千手ブラウザ、千手マネージャで使用できない機能であっ

たり、入力制限が異なるためです。使用可能な機能の詳細は、各バージョンのユーザーズガイドを参照して下さい。

ITリレーションのエンティティに関しては、差分の表示機能は実装されておりません。
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